
三
月
二

五
日
新

潟
市
体

育
館
で

新
潟
県

民
大
集

会
を
開

催
県
内

各
地
か

ら
労
働

組
合
民

主
団
体

な
ど
二

五
〇
〇

名
が
結
集
し
ま
し
た
。
第
一
部
は
一
二
時

四
五
分
～
松
平
晃
氏
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
演

奏
。
そ
し
て
「
青
い
空
」
「
ね
が
い
」
の

大
合
唱
が
二
〇
〇
名
の
合
唱
団
員
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
日
本
共
産
党
参
議
院
議
員

井
上
哲
士
国
対
委
員
長
の
国
会
情
勢
報
告

と
、
九
条
の
会
事
務
局
長
・
東
大
教
授
の

小
森
陽
一
氏
か
ら
「
憲
法
を
守
る
運
動
の

到
達
点
と
今
後
の
課
題
」
に
つ
い
て
記
念

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
あ
い
さ
つ
は
主
催
者
か
ら

吉
田
先
生
は
、
「
住
民
投
票
に
よ
っ

て
岩
国
市
が
ノ
ー
の
判
断
を
下
し

た
。
素
晴
ら
し
い
憲
法
を
つ
ぶ
す
攻
撃
が

あ
る
。
「
青
い
空
」
の
唄
の
よ
う
に
九
条

は
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
思
う
。
歴
史
的

な
夜
明
け
と
な
る
大
集
会
に
し
た
い
。
世

界
の
夜
明
け
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
り

ま
し
た
。

小
森
先
生
の
記
念
講
演
の
あ
と
「
カ
ン

パ
」
の
訴
え
が
あ
り
、
そ
の
後
、
一
〇
団

体
の
代
表
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

（
憲
法
・
平
和
、
教
育
基
本
法
、
中
小

企
業
、
医
療
、
公
務
員
、
生
存
権
、
地
域

農
業
、
震
災
対
策
、
じ
ん
肺
・
職
業
病
、

地
方
自
治
）
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

★
地
域
・
職
場
に
学
園
に
訴
え
て
い
く
。

九
条
の
こ
と
は
、
【
は
っ
て
で
も
】
で
も
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国会情勢報告 日本共産党

参議院・井上哲士国対委員長
草の根の力が正義を動かす。27日国会可決。①

国民の安全が、ないがしろにされている。（耐震

偽装・航空機など）②経済社会のモラルが無くなっ

た。③格差と貧困が大きくなった。すべて規制緩

和が原因。与党からも格差拡大が広がっているこ

とに批判的。小泉内閣は社会の成功を、ねたむ国

民が悪いと言っている。国民の75％が格差を感じ

ている。68％が所得の格差を減らし是正して欲し

いと感じている。

医療の改悪 高額医療は自己負担に。国民の負

担が大きくなっている。PSE問題・岩国市住民投票

は政治を動かす力になっている。

憲法改悪 国民投票への動き＝9条改悪に向けた

手段。日本の自衛隊を移動できるように増強。

都市部での戦争訓練を日米合同で訓練している

（都市を想定してビルを設置。道路の幅は広くし

戦車の走行を可能にしている）。敵は外国・中東

を想定し訓練している。国民投票法案を可決させ

ない闘いを。

のビラについて
最近、新潟や酒田地区の社宅に『国労共

闘新潟』名で「JRで働くすべての労働者に

訴えます」などと題したビラが配布されこ

のなかに「国労とともに頑張ろう」「国労

に結集して闘おう」などの文言があるため

国労機関が何らかの関係が、あるかのよう

な誤解が一部に生じています。

しかし、この『国労共闘新潟』なるもの

は『国労』という名称を使っているものの

国労新潟地方本部はもとより、国労のいか

なる機関とも、一切関係の無い、特定の集

団ですので、間違いのないように、周知を

お願いします。 国労新潟地方本部



行
き
た
い
。
三
人
か
ら
活
動
を
は

じ
め
る
。

★
健
康
的
で
働
き
続
け
る
環
境

で
は
な
い
。
人
間
が
人
間
ら
し
く

子
供
が
子
供
ら
し
く
暮
ら
し
て
い

く
保
障
を
。

★
売
り
上
げ
一
千
万
円
か
ら
消

費
税
課
税
対
象
に
変
更
さ
れ
た
。

従
来
は
三
千
万
円
だ
っ
た
。
厳
し

い
状
況
、
廃
業
に
。
生
活
を
守
る

た
め
に
力
を
合
わ
せ
が
ん
ば
る
。

記
念
講
演

九
条
の
会
・
事
務
局
長

東
大
教
授
・
小
森
陽
一
氏

★
介
護
保
険
の
改
悪
・
医
療
改
悪
で
厳

し
い
実
態
。
窓
口
負
担
が
増
に
。
看
護
師

が
足
り
な
い
。

★
公
務
員
の
要
員
削
減
・
効
率
化
で
業

務
が
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、
気
象
台
で

の
業
務
は
三
人
で
富
山
・
石
川
・
福
井
な

ど
も
含
む
。
以
前
は
八
～
九
人
だ
っ
た
。

自
殺
者
も
出
て
い
る
。
賃
下
げ
の
攻
撃
は

民
間
の
賃
金
を
下
げ
る
た
め
。
国
の
業
務

の
民
営
化
は
＝
国
民
へ
の
増
税
・
負
担
に

つ
な
が
る
。

憲
法
九
条
二
項
を
改
悪
す
る
＝
戦
争
放

棄
を
放
棄
す
る
こ
と
。
二
〇
〇
五
年
一
〇

月
二
八
日
自
民
党
は
草
案
を
出
し
た
。

世
界
的
な
規
模
で
ア
メ
リ
カ
は
戦
略
し

て
い
る
。
日
本
の
基
地
の
再
編
。
日
本
を

世
界
第
一
線
級
の
基
地
に
再
編
さ
せ
る
。

横
須
賀
に
原
子
力
空
母
の
配
備
を
通
告

し
て
い
る
。

国
連
憲
章
と
憲
法
九
条
の
違
い
＝
国
連

憲
章
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て

弱
い
。
憲
法
九
条
は
完
全
に
放
棄
し
て
い

る
。
国
連
は
集
団
的
安
全
保
障
を
一
五
ヵ

国
で
協
議
。
ア
メ
リ
カ
は
、
国
連
憲
章
五

一
条
の
使
い
回
し
に
対
し
、
世
界
の
国
々

が
ア
メ
リ
カ
に
従
わ
な
く
な
っ
た
。
日
本

と
安
全
保
障
を
結
び
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様

に
さ
せ
る
国
に
す
る
。

イ
ラ
ク
攻
撃
な
ど
国
連
憲
章
五
一
条
を

ね
じ
ま
げ
て
、
米
・
英
が
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
し
た
。
戦
争
は
利
権
が
、
か
ら

ん
で
い
る
。
ア
フ
ガ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
は

石
油
。

北
東
ア
ジ
ア
は
ガ
ス
・
石
油
が
ね
ら
い
。

★
生
活
保
護
費
＝
生
存
権
。
七
万
九
千

円
が
毎
年
減
額
さ
れ
今
年
の
四
月
か
ら
六

万
四
千
円
に
な
る
。
人
間
の
暮
ら
し
で
は

な
い
。
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
を
守
る

た
め
訴
え
、
裁
判
で
闘
っ
て
い
る
。

★
震
災
～
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人

達
は
二
千
四
百
二
十
一
世
帯
・
七
千
名
。

二
百
九
世
帯
が
生
活
の
メ
ド
が
た
た
な
い
。

再
建
支
援
制
度
に
つ
い
て
も
っ
と
改
善
を
。

税
金
を
も
っ
と
こ
の
問
題
に
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
攻

撃
の
狙
い
に
し
日
本
の
基
地
を
拡
大
。

自
分
の
言
葉
で
、
誰
か
に
九
条
を
語
る
。

憲
法
九
条
を
守
る
運
動
を
し
て
い
き
た
い
。

★
じ
ん
肺
～
一
〇
年
闘
っ
て
い
る
。
み

ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
る
。

★
合
併
に
よ
り
、
水
原
郷
病
院
を
市
長

が
民
営
化
案
を
出
し
た
。
市
民
の
反
対
署

名
は
一
万
四
千
五
百
筆
集
ま
っ
た
。
救
急

車
は
搬
送
先
を
特
定
す
る
の
が
お
そ
く
な
っ

て
い
る
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
闘
う
。
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